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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成27年７月１日
至平成28年６月30日

売上高 (千円) 1,259,935 1,317,047 5,151,419

経常利益又は経常損失（△） (千円) 101,699 52,674 △27,151

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親

会社株主に帰属する当期純損失（△）
(千円) 68,117 16,542 △85,078

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 45,726 32,283 △129,543

純資産額 (千円) 5,332,537 5,156,263 5,157,145

総資産額 (千円) 9,508,984 10,041,044 9,152,557

１株当たり四半期純利益金額又は１株当た

り当期純損失金額（△）
(円) 4.11 1.00 △5.14

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 56.1 51.4 56.3

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第65期第１四半期連結累計期間及び第66期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第65期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や、雇用環境の改善が続く中で緩やかな回復

基調が続きました。一方で原油価格の低下によるエネルギーコスト低下は企業収益のプラス要因ですが、円高・株

安の進行による企業収益下振れの懸念や輸出が弱含みで推移しており、海外では中国を始めとするアジア新興国等

の景気減速や英国のＥＵ離脱問題の影響及び世界的な政情の緊迫化等による先行き不透明感が根強く残っていま

す。

　このような経済状況の下で、当社グループは、生産性の向上に取組み原価低減を図り収益性向上に努めました。

主力取引業界である自動車、建設機械、産業工作機械の中で、建設機械は引き続き低調に推移したものの、自動車

部品関連受注、産業工作機械関連受注が堅調に推移したため、売上は前年同四半期連結累計期間と比較して増収と

なりました。また、ガス・電力費等の製造コストが低下し、経費の削減に努めたものの、平成27年12月より稼働を

始めた㈱オーネックステックセンターにおいては、工場消耗品や減価償却費等の経費負担が大きく営業赤字を計上

したため、前年同四半期連結累計期間と比較して減益となりました。

　こうした事業活動の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,317百万円（前年同四半期比4.5%増）、営業

利益は51百万円（前年同四半期比48.2%減）、経常利益は52百万円（前年同四半期比48.2%減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益は16百万円（同75.7%減）となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①金属熱処理加工事業

　金属熱処理業界においては、主力取引業界である自動車関連需要及び産業工作機械の受注は堅調に推移し売上は

増加したものの、建設機械は世界経済の減速等により減少しました。

　一方でガス、電気料金が低下し、生産性の向上及び人件費、諸経費削減に取り組み全力で収益の確保に努めまし

たが、近畿、東海、北陸を事業拠点とする目的で設立、操業開始した子会社㈱オーネックステックセンターが営業

赤字を計上しているため、売上高は増加したものの、セグメント利益は減収となりました。

　これらの結果、売上高は1,176百万円（前年同四半期比4.7%増）、セグメント利益は32百万円（前年同四半期比

60.9%減）となりました。

 

②運送事業

　運送事業につきましては、平成28年３月に三重営業所を開設したこと及び機械などの重量物の搬送取り扱いが安

定していたため、売上は堅調推移しました。また、軽油価格の低下、傭車（外注）便を活用すると共に、運行管理

の徹底、配車の効率化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めました。

　これらの結果、売上高は141百万円（前年同四半期比2.8%増）、セグメント利益は11百万円（前年同四半期比

15.4%増）となりました。

 

(2）財政状態に関する分析

（資産）

　資産合計は、前連結会計年度末と比較して888百万円増加し、10,041百万円となりました。これは主に現金及び

預金が974百万円増加したことなどによるものです。

（負債）

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して889百万円増加し、4,884百万円となりました。これは主に長期借入金

が844百万円増加したことなどによるものです。
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（純資産）

　純資産合計は、当第１四半期連結会計期間末は5,156百万円（前連結会計年度末は5,157百万円）となりました。

これは主に、その他有価証券評価差額金が15百万円増加したものの利益剰余金が16百万円減少したことなどによる

ものです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は８百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 58,686,000

計 58,686,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行
数(株)
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,600,000 16,600,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 16,600,000 16,600,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成28年７月１日～

　平成28年９月30日
－ 16,600,000 － 878,363 － 713,431

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成28年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 37,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,500,000 16,500 －

単元未満株式 普通株式 63,000 － －

発行済株式総数 16,600,000 － －

総株主の議決権 － 16,500 －

 

②【自己株式等】

平成28年6月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱オーネックス
神奈川県厚木市上依

知字上ノ原3012-3
37,000 - 37,000 0.22

計 － 37,000 - 37,000 0.22

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,354,423 2,328,486

受取手形及び売掛金 1,354,674 1,253,350

電子記録債権 410,516 457,865

製品 10,580 13,214

仕掛品 38,842 24,096

原材料及び貯蔵品 80,341 79,304

繰延税金資産 14,508 30,645

その他 234,027 105,180

流動資産合計 3,497,915 4,292,144

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,387,092 1,375,309

機械装置及び運搬具（純額） 1,083,748 1,093,839

土地 2,275,851 2,275,851

リース資産（純額） 141,993 136,796

建設仮勘定 11,678 －

その他（純額） 149,874 251,927

有形固定資産合計 5,050,237 5,133,724

無形固定資産 66,053 56,974

投資その他の資産   

投資有価証券 201,057 226,024

繰延税金資産 210,333 205,484

その他 119,659 119,822

投資その他の資産合計 531,050 551,331

固定資産合計 5,647,340 5,742,030

繰延資産 7,301 6,870

資産合計 9,152,557 10,041,044
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 157,985 170,240

電子記録債務 190,308 172,694

短期借入金 448,567 580,536

1年内償還予定の社債 65,000 55,000

未払金 181,647 132,674

未払費用 245,748 234,376

未払法人税等 76,513 65,794

賞与引当金 19,621 75,414

その他 250,782 212,040

流動負債合計 1,636,175 1,698,770

固定負債   

社債 102,500 75,000

長期借入金 1,373,438 2,218,037

退職給付に係る負債 721,403 735,449

その他 161,895 157,524

固定負債合計 2,359,236 3,186,010

負債合計 3,995,411 4,884,781

純資産の部   

株主資本   

資本金 878,363 878,363

資本剰余金 713,431 713,431

利益剰余金 3,537,067 3,520,443

自己株式 △5,453 △5,453

株主資本合計 5,123,408 5,106,784

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 33,737 49,478

その他の包括利益累計額合計 33,737 49,478

純資産合計 5,157,145 5,156,263

負債純資産合計 9,152,557 10,041,044
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 1,259,935 1,317,047

売上原価 887,634 1,003,811

売上総利益 372,300 313,236

販売費及び一般管理費 273,372 261,995

営業利益 98,927 51,241

営業外収益   

受取利息 955 723

受取配当金 656 933

受取賃貸料 1,975 1,634

スクラップ収入 2,226 1,043

その他 2,580 3,430

営業外収益合計 8,395 7,766

営業外費用   

支払利息 4,376 4,826

支払手数料 1,198 1,075

その他 48 431

営業外費用合計 5,623 6,333

経常利益 101,699 52,674

特別利益   

固定資産売却益 4,327 3,599

特別利益合計 4,327 3,599

特別損失   

固定資産除却損 573 52

特別損失合計 573 52

税金等調整前四半期純利益 105,453 56,221

法人税、住民税及び事業税 52,013 58,873

法人税等調整額 △14,677 △19,194

法人税等合計 37,336 39,679

四半期純利益 68,117 16,542

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,117 16,542
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 68,117 16,542

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △22,390 15,741

その他の包括利益合計 △22,390 15,741

四半期包括利益 45,726 32,283

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 45,726 32,283

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日）

減価償却費 85,352千円 135,480千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成27年７月１日　至平成27年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年９月29日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 33,127 2 平成27年６月30日 平成27年９月30日

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成28年７月１日　至平成28年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年９月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 33,125 2 平成28年６月30日 平成28年９月28日
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（セグメント情報等）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成27年７月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
金属熱処理
加工事業

運送事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,122,695 137,239 1,259,935 － 1,259,935

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ 63,182 63,182 △63,182 －

計 1,122,695 200,422 1,323,118 △63,182 1,259,935

セグメント利益 82,076 9,554 91,631 7,296 98,927

（注） １．セグメント利益の調整額7,296千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成28年７月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２ 
金属熱処理
加工事業

運送事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 1,176,023 141,024 1,317,047 － 1,317,047

セグメント間の内部売上高又は振
替高

－ 69,868 69,868 △69,868 －

計 1,176,023 210,893 1,386,916 △69,868 1,317,047

セグメント利益 32,114 11,022 43,136 8,104 51,241

（注） １．セグメント利益の調整額8,104千円はセグメント間取引の消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円11銭 1円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 68,117 16,542

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
68,117 16,542

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,563 16,562

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

       該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月10日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 入江　秀雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

ネックスの平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日か

ら平成28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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